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★★体育祭 魅せた！３年生の雄姿と絆★★ 
 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

渋谷区立上原中学校 

令和６年５月３１日（金） 

No.９ 

第３学年 学年だより 
★★６/３（月）～６/７（金）の時間割★★ 

 

５月２５日（土）。さわやかな青空が広がる快晴のもと、上原中最後の体育祭が盛大に開催されまし
た。各係をはじめ、準備や運営において、全クラスが一丸となって率先して動きました。３クラスとも

白熱した戦いを繰り広げ、勝敗に関わらず、最後まで全力で楽しみ、仲間と健闘をたたえ合う姿は観客に深
い感動を与えました。団結心を試される全員リレー、ムカデ競走での仲間を信じて、最後まで力強く走

り抜いた粘り強さ、仲間を鼓舞するクラスを超えたあたたかい声援。そして、華麗な動きと笑顔いっぱ
いの全校ダンスで生まれた上原中の強いエネルギー。どのシーンもまさに「熱き青春」。かっこよかっ

た！あらためて・・・感動をありがとう！体育祭での経験を糧に、更なる３年生の飛躍に期待！ 

１組 ２組 ３組 

 先日、体育祭が終わった。不思議とそこまで疲れてはいなかった。やはり、慣れなのだろうか。なんとなく、今回の体育祭は時間の流れが速かったと思う。三年生にもなると、行進やラジオ体操、競
技の流れや移動など、体育祭全体がどういう動きで回っているのかが分かってくるのだ。ほとんど同じことをもう二回も経験している訳なのだから。 

  そこで、僕は思うのだ。その二回の体育祭は、「先輩たちのお手本を見る場」だったのではないかと。さきほど、「どういう動きで回っているのかが分かってくる」と言ったが、それは先輩たちが「理

想の体育祭」を見せてくれたからではないか。走る前は静かにする姿、一生懸命に踊ったり、練習を重ねたりする姿、係の仕事をしっかりやる姿、吹奏楽部として力強く演奏する姿などたくさんの格

好いい姿を見せてくださったのだ。 

 だから僕たちは、その姿をお手本として、今回の体育祭も無事に終わらせることができたのだ。信じられる先輩たちの姿があったのだ。これが「伝統を受け継ぐ」ということだと僕は思う。そして、僕

らは後輩たちにその姿、格好いい姿を先輩として見せることができたと思う。これまでの先輩たちのやってきたこと、受け継いできていただいたものは無駄ではなかったと思うのだ。 

  体育祭に限らず、学習発表会や部活動、普段の学校生活など、先輩としてのお手本の姿を見せられる瞬間はたくさんあると思う。「伝統を受け継ぐ」ならば、やはり、こういう時間でできる限りの

格好いい姿を見せられるといいと思う。後輩に影響を与えられる先輩になりたい。改めてそう思った体育祭であった。これからの上原中を引っ張っていくのは、彼らなのだから。  （３組 男子生徒） 

 



 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

  

 

「機動力・信頼」で『感謝・感動』を生む最高学年を目指して・・・ 


